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今月号のここがポイント！

地球温暖化対策とエネルギー安全保障の両面から，水素エネルギーに対する期待が世

界的に高まっています。本号では水素関連技術を扱う解説 4 件を掲載しています。

1 件目では，カーボンニュートラルの実現を目指す 2050 年から逆算し，どのような技

術を普及させていくべきかをシナリオ分析した結果をもとに，水素の果たしうる役割を

ご提言頂いています。2 件目では，変動する再生可能エネルギー電力を使って水を電気

分解（電解）して水素を「つくる」際の課題を，実際の運転データを示しながら解説して頂

いています。3 件目では，水素を「ためる」・「はこぶ」ことができるメチルシクロヘキサン

を，トルエンの電解により一段階で合成する技術について解説して頂いています。4 件

目では，水素を燃料として「つかう」燃料電池自動車をバスやトラック等の商用車に展開

する際に求められる，高分子電解質材料の最新開発動向をご報告頂いています。
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